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学⽣⽣活実態調査とは、本学学⽣の⽣活実態や本学に対する期待・要望などを把握し、学⽣の⽣活・修学・進路などの⽀援体制の充
実を図るための基礎資料を得るとともに、⼊学前の学⽣への広報活動に活⽤することを⽬的として、4 年に 1 回実施されているもので
す。この報告書は、令和 03 年 11 ⽉に実施された調査結果をとりまとめたものです。 
 
 
 
 
 
 

本調査において、性別の選択肢として男⼥の他に「その他」という選択肢を加えましたが、性⾃認の多様性等の観点から、「その
他」は適切ではない選択肢でありました。本件に関しまして、⼼証を害された⽅がいらっしゃいましたら⼤変申し訳ございません。 

なお、次回以降の調査実施時には、より適切な選択肢を検討させていただきますので、ご理解いただけますようよろしくお願いい
たします。 
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Ａ 回答者の基本的特徴 

■ 回答者の男⼥⽐ 
 学部学⽣の回答者は、「男性」(61.5％)、「⼥性」(37.2％)、「その他」(1.2％)である。 
 ⼤学院学⽣の回答者は、「男性」(73.4％)、「⼥性」(25.5％)、「その他」(1.1％) である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
注 2） 「その他」は、今回調査からの新選択肢である。 
 
■ 学年 
 学部学⽣の年次は、「1 年」(26.3％)、「2 年」(23.9％)、「3 年」(20.9％)、「4 年」(23.9％)である。医学部・⻭学部・薬学部・獣医学

部のみからなる「5 年」と「6 年」は、合算して 4.7％である。 
 ⼤学院学⽣の年次は、「修⼠１年」(30.1％)、「修⼠ 2 年」(34.0％)、「博⼠ 1 年」(8.6％)、「博⼠ 2 年」(10.4％)、「博⼠ 3 年」

(10.7％)、「博⼠ 4 年」(3.0％)、「専⾨職１年」（1.4％）、「専⾨職２年」（1.2％）、「専⾨職３年」（0.3％）である。修⼠課程、博⼠課
程、専⾨職学位課程をそれぞれ合算すると、修⼠課程が 64.1％、博⼠課程が 32.7％、専⾨職学位課程が 5.9％である。 

 
 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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Ｂ 家庭状況 
■ 出⾝地 
 学部学⽣の「札幌」出⾝者は 18.4％、札幌を含む道内出⾝者は 31.7％である。道内出⾝者に次いで多いのは、「関東」（29.8%）であ

る。 
 ⼤学院学⽣は、「札幌」出⾝者が 20.8％、札幌を含む道内出⾝者は 38.0％である。道内出⾝者に次いで多いのは、 学部学⽣と同じく

「関東」（24.6％）である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 家計⽀持者（⼤学院⽣のみ） 
 家計⽀持者は、「⽗」が 62.2％と最も多い。次いで、「本⼈」が 24.5％、「⺟」が 10.9％である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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■ 家計⽀持者の職業 
 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、家計⽀持者の職業は、「会社員」が最も多く、次いで「専⾨的職業」、「公務員」、「教員」である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 家庭の年間収⼊ 
 家庭の年間総収⼊は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、「700〜1000 万円未満」が最も多い。学部学⽣は、次に「1000〜1500 万円未

満」「 500〜700 万円未満」と続く。⼤学院学⽣は、「300 万円未満」「500〜700 万円未満」が続く。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

6.1%

4.5%

1.4%

0.9%

10.8%

13.2%

9.4%

11.2%

13.0%

7.6%

3.1%

2.3%

45.8%

34.1%

3.4%

3.2%

0.8%

2.1%

3.2%

3.0%

0.0%

8.9%

0.0%

5.0%

3.0%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

商・⼯・サービス業 農・林・⽔産業 専⾨的職業
教員 公務員 団体・法⼈職員
会社員 会社役員 不動産・利⼦・配当・年⾦
パート・内職 奨学⾦ ⽇本学術振興会特別研究員給与
その他

8.9%

11.3%

19.6%

30.3%

22.2%

7.6%

19.8%

14.5%

17.1%

24.9%

16.7%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40%

300万円未満

300〜500万円未満

500〜700万円未満

700〜1000万円未満

1000〜1500万円未満

1500万円以上

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]



 - 5 - 

Ｃ 住居・通学・⾷事の状況 

■ 住居形態 
 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「アパート・マンション」が最も多く、次いで「⾃宅」となる。 「⾃宅」は学部学⽣の⽅が多く、「ア

パート・マンション」は⼤学院学⽣の⽅が多い。また、学部学⽣は「北⼤学⽣寮」が 4.6％であった。  

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⼊寮希望とその理由 
 学部学⽣で⼊寮希望があるのは 5.2％、⼤学院学⽣は 7.1％である。   
 ⼊寮を希望する理由は、学部学⽣は「寮の雰囲気にあこがれる」、⼤学院学⽣は「経済的な理由」が最も多い。  
 ⼊寮を希望しない理由は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「集団⽣活がわずらわしい」が最も多い。 
【⼊寮希望】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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【⼊寮を希望の理由】 ※⼊寮希望者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
【⼊寮を希望しない理由】 ※⼊寮⾮希望者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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■ 通学⽅法と通学時間 
 通学⽅法は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「⾃転⾞」と「徒歩」通学が圧倒的に多い。次いで「公共交通機関」である。 通学時間

は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「10〜20 分未満」が 40％弱で最も多い。次いで多いのは「10 分未満」で、30％弱である。 
【通学⽅法】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
【通学時間】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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■ ⾷事 

 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、「⾃炊」している学⽣は約 64％。 次に多いのは、学部学⽣は「学内の⾷堂」(32.5％)、⼤学院学⽣は
「売店で購⼊」(41.7％)である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 学⾷の利⽤頻度 
 学⾷の利⽤頻度は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「ほぼ毎⽇」は 1 割に満たない。週 1 回以上利⽤する⼈は、「ほぼ毎⽇」「週 3〜4

回」「週 1〜2 回」を合算して、学部学⽣で 4 割程度、⼤学院学⽣で 3 割程度である。⼀⽅「利⽤しない」学⽣も、3 割前後みられ
る。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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Ｄ 経済状況 

■ ⽉間収⼊額の分布 
 学部学⽣・⼤学院学⽣を⽐較すると、「5 万円未満」、「5〜7 万円未満」では、学部学⽣の占める割合が⾼く、「15 万円以上」では、

⼤学院学⽣の⽅が、割合が⾼くなる。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 収⼊の内訳（⽉額） 
 平均⽉間収⼊額は、学部学⽣が 9.6 万円。⼤学院学⽣が 10.6 万円である。   
 学部学⽣・⼤学院学⽣のどちらも「家庭からの援助」が最⼤の収⼊項⽬である。   
 ⼤学院学⽣は、学部学⽣に⽐べ「奨学⾦」の貸与が多い。 

注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⽉間⽀出額の分布 
 学部学⽣の⽉間⽀出額は、「5 万円未満」が 30.1％、「5〜7 万円未満」19.3％、「7〜9 万円未満」16.9％である。   
 ⼤学院学⽣は、「5 万円未満」が 18.9％、「5〜7 万円未満」14.7％、「7〜9 万円未満」16.5％である。学部学⽣と⽐べると、⽉間⽀出

額が「7 万円未満」の学⽣が少なく、「9 万円以上」が多い。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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■ ⽀出の内訳（⽉額） 
 平均⽉間⽀出額は、学部学⽣が 9.2 万円、⼤学院学⽣が 11.0 万円である。  学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「住居費・光熱⽔費」が最

⼤⽀出項⽬で、次いで「⾷費」となっている。 

 

注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 経済状態の実態 
 現在の経済状態は、学部学⽣で「⼗分余裕がある」が 19.8％、「やや余裕がある」が 16.8％で、合わせると「余裕がある」の割合は

36.6％である。⼀⽅、「やや苦しい」(22.2％)、「⾮常に苦しい」(5.2％)を合わせると 27.4％であった。 
 ⼤学院学⽣は、「⼗分余裕がある」が 16.8％、「やや余裕がある」が 15.3％で、合わせると「余裕がある」の割合は 32.1％である。

⼀⽅、「やや苦しい」(27.4％)、「⾮常に苦しい」(7.7％)を合わせると「苦しい」の割合は 35.1％であった。 
 学部学⽣に⽐べ、⼤学院学⽣は、「苦しい」の占める割合が多い。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 新型コロナウイルス感染症による収⼊への影響 
 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐べて、収⼊が「1〜3 割減少」が 25％前後、「4〜7 割減少」が

10％前後、「8 割以上減少が」5％前後。合算すると、収⼊が減少した学⽣は 40％前後。 
 減少した収⼊は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、「アルバイトなどの労働による収⼊」が 9 割前後と⽐率が⾼い。 
【新型コロナウイルス感染症による収⼊減少】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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36.0%

32.8%

22.2%
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いいえ はい（1〜3割程度減少） はい（4〜7割程度減少） はい（8割以上減少）
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【主に減少した収⼊源】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 収⼊減少による⽣活への影響 
 収⼊減少による⽣活への影響として、「課外活動や交際費、趣味に使う費⽤等を減らした」が 7 割前後と最も多い。次いで、「⾷費を

減らした」が 4 割強、「⽣活必需品の購⼊頻度を減らした」が 3 割前後となっている。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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その他

学部学⽣ [484] ⼤学院学⽣ [446]

43.4%

26.7%

14.3%

18.6%

71.9%

0.6%

3.1%
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35.7%

21.3%

24.7%

69.3%

2.5%
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7.2%
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⾷費を減らした

⽣活必需品の購⼊頻度を減らした

光熱⽔料の節約を⾏った
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引っ越しせざるを得なくなった

進路変更を検討している，または⾏った

その他

学部学⽣ [484] ⼤学院学⽣ [446]
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■ 新型コロナウイルス感染症による⽀出への影響 
 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐べて、⽀出が「1〜3 割増加」が 20％弱、「4〜7 割増加」が 1％

強、「8 割以上増加」が 0.5％。合算すると、約 20％の学⽣で⽀出が増加した。 
 増加した⽀出は、「⾷費」「光熱⽔料」「修学費」がそれぞれ 4 割前後と多くなっている。 
【新型コロナウイルス感染症による⽀出増加】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
【主に増加した⽀出源】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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Ｅ アルバイトの状況 
■ アルバイトの頻度（学部別／⽉間収⼊額別） 
 アルバイトを「全くしていない」学⽣は、学部学⽣が 28.6％、⼤学院学⽣が 31.8％である。⼀⽅、アルバイトをしている学⽣のうち

「週何⽇か定期的に」が学部学⽣（49.7%）、⼤学院学⽣（41.1%）であり、ともに最も多い。  

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ アルバイトの職種 ※アルバイト従事者ベース 
 学部学⽣は「飲⾷店店員」(29.2％）、⼤学院学⽣は「ティーチングアシスタント、リサーチアシスタント（グラフ内表記「TA、

RA」）」（40.3%）が最も多い。  それに次いで多いのは、学部学⽣では、「学習塾講師」、「コンビニ・スーパー等⼩売店店員」、「家庭
教師」である。⼤学院学⽣では、「飲⾷店店員」、「学習塾講師」が多い。  
※学部学⽣については、「ティーチングアシスタント、リサーチアシスタント（TA、RA）」の選択肢なし 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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0.3%
9.8%

15.6%

28.6%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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その他

学部学⽣ [1120] ⼤学院学⽣ [808]
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■ アルバイトの週平均就労時間 ※アルバイト従事者ベース 
 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「5 時間未満」が最も多く、次に「5〜10 時間未満」が多い。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ アルバイトをする理由／アルバイトをしない理由 
 アルバイトをする理由は、「⼩遣い・臨時の⽀出のため」が、学部学⽣（55.0%）、⼤学院学⽣（37.0%）ともに最も多い。 
 それ以外に学部学⽣は、「社会経験」（15.8％）、「家庭の経済的負担を軽減するため」（14.1％）が続く。 
 それ以外に⼤学院学⽣は、「家庭の経済的負担を軽減するため」（21.8％）、「学業・研究を継続するため」 （21.8％）が続く。 
 アルバイトをしない理由は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「やりたいが、時間的余裕がない」が最も多く、次に「必要がない（経済

的に余裕がある）」が続く。 
【アルバイトをする主な理由】 ※アルバイト従事者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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【アルバイトをしない理由】 ※アルバイト⾮従事者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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 - 16 -

Ｆ 授業料減免と奨学⾦の利⽤状況 
■ 授業料減免の状況 
 学部学⽣では「前期分全額免除」（4.7％）、「前期分半額免除」（2.8％）である。⼀⽅、⼤学院学⽣では「前期分半額免除」

（12.4％）、「前期分全額免除」（10.0％）が各 1 割前後を占めている。 
 授業料免除を「申請しなかった」学⽣は、学部学⽣で 86.7%、⼤学院学⽣で 70.5％。 
※⼤学院⽣については、「申請し、前期分３分の２免除された」と「申請し、前期分３分の１免除された」の選択肢なし 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 奨学⾦の利⽤状況／奨学⾦の種類 
 奨学⾦を利⽤している学⽣は、「受けている」と「受けているが、応募して受けられなかったものもある」を合算して、学部学⽣で

29.2％、⼤学院学⽣で 40.7％である。   
 奨学⾦の種類は、学部学⽣は「⽇本学⽣⽀援機構（貸与型１種）」が 44.5％、「⽇本学⽣⽀援機構（貸与型 2 種）」が 33.2％である。

⼀⽅、⼤学院学⽣は「⽇本学⽣⽀援機構（貸与型１種）」が 86.1％、「⺠間団体」が 12.2％である。 
【奨学⾦の利⽤状況】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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【奨学⾦の種類】 ※奨学⾦受給者ベース 

※⼤学院⽣については、「⽇本学⽣⽀援機構（給付型）」の選択肢なし 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 緊急授業料減免の利⽤状況（学部学⽣のみ） 
 緊急授業料減免を、「受けている」学⽣は、1.1％で、「応募しなかった」が、96.6％を占める。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⽇本学術振興会特別研究員の給与（⼤学院学⽣のみ） 
 ⽇本学術振興会特別研究員の給与を、「受けている」学⽣は 6.6％で、「応募しなかった」が 81.2％を占める。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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Ｇ ‒Ⅰ 課外活動とボランティア活動 （学部学⽣のみ） 
■ 課外活動団体への加⼊の有無／課外活動の週平均活動⽇数（学部学⽣のみ） 
 現在、何らかの団体に所属し活動している学⽣は 63.1％で、加⼊の中では「北⼤公認の運動系団体」（24.8％）が最も多い。次い

で、「北⼤公認の⽂化系団体」（20.9％）と続く。 
 課外活動の週平均活動⽇数は、「1〜2 ⽇」（35.6％）が最も多い。「1 ⽇未満」（30.4％）と合わせると、活動⽇数が「2 ⽇以下」であ

る学⽣が 6 割以上を占める。 
【課外活動の加⼊有無】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
【課外活動の週平均活動⽇数】 ※課外活動団体加⼊者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ボランティア活動の経験の有無／ボランティア活動内容（学部学⽣のみ） 
 ボランティア活動を「している」学⽣は 2.2％。過去に「したことがある」学⽣は 16.1％で、合わせると 2 割弱がボランティア経験

者である。 
 活動内容は、「学習活動に関する指導，助⾔，運営協⼒」が 24.4％、次いで「公共施設」、「⾃然・環境保護」、「保健・医療・衛⽣」

がそれぞれ 16.7％で多い。 
【ボランティア活動の経験の有無】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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【ボランティア活動内容】 ※ボランティア経験者ベース 

 
 

注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。  
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Ｇ -Ⅱ 研究活動と海外留学 
■ 外国語の能⼒（⼤学院学⽣のみ） 
 外国語能⼒は、「読むのはなんとかなるが、作⽂と会話が苦⼿である」が 47.9％と半数近くを占め、次に「読み書きには不⾃由しな

いが、会話は苦⼿である」が 27.4％、「すべてが苦⼿である」が 14.3％となっている。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 海外での調査研究経験（⼤学院学⽣のみ） 
 海外での調査研究経験が「ある」学⽣は 4.7％である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 海外留学の経験 
 海外留学の経験が「ある」学⽣は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに 3％程度である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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3.4%

3.1%

96.6%

96.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

ある ない
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■ 海外留学の意向／希望する留学期間 
 学部学⽣・⼤学院⽣ともに、「留学したい」、「どちらかといえば留学したい」学⽣がそれぞれ 25%前後で、合算すると約半数の学⽣

が留学を希望している。  
 また、希望する留学期間は、学部学⽣は「1 カ⽉未満」（19.9％）、「3 カ⽉未満」（25.4％）、「半年未満」（21.8％）、「1 年未満」

（19.7％）、「1 年以上」(13.2％)と様々である。 それに⽐べて⼤学院学⽣は、「1 カ⽉未満」(6.5％)が少なく「1 年以上」(22.3％)が
多い。 

【海外留学の意向】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
【希望する留学期間】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

25.2%

26.4%

23.2%

25.5%

19.6%

19.7%

9.8%

11.9%

22.2%

16.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

留学したい どちらかといえば留学したい どちらともいえない
どちらかといえば留学したくない 留学したくない

19.9%

6.5%

25.4%

27.3%

21.8%

22.4%

19.7%

21.5%

13.2%

22.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [760]

⼤学院学⽣ [615]

1ヵ⽉未満 3ヵ⽉未満 半年未満 1年未満 1年以上
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■ 研究・学業を進める上で⼤学に要望すること（⼤学院学⽣のみ） 
 研究・学業を進める上で⼤学に要望することは、「研究施設・設備の充実」（54.9％）が最も多く、次いで「授業料、⼊学料免除枠の

拡⼤」（44.5％）、「奨学⾦の額や採⽤枠の拡⼤」（39.2%）が４割前後で続く。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

39.2%

54.9%

6.6%

22.5%

33.4%

17.1%

17.4%

10.6%

6.7%

44.5%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

奨学⾦の額や採⽤枠の拡⼤

研究施設・設備の充実

安全設備の充実

図書館・情報基盤センターなどの共⽤施設の開館時間
の延⻑や利⽤規定の拡⼤

研究旅費(学会旅費・調査旅費)などの補助

ティーチングアシスタントやリサーチアシスタントの
採⽤枠の拡⼤

国内外の他⼤学との研究交流

官公庁・企業との研究交流

⼤学院⽣⽤の学⽣寮設置

授業料，⼊学料免除枠の拡⼤

その他

⼤学院学⽣ [1185]
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Ｈ 北⼤の学⽣⽣活 
■ 学⽣⽣活の満⾜度 
 平均満⾜度は、学部学⽣は 3.5 点、⼤学院学⽣は 3.6 点である（最⼤ 5 点満点）。満⾜度が⾼いのは「北⼤・札幌の⽣活環境」であっ

た。 

 
 

 
（点） 

注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⼀⽇の平均⾃習時間（学部学⽣・⼤学院学⽣別） 
 学部学⽣の⼀⽇の平均⾃習時間は、「1〜2 時間未満」（31.7％）が最も多く、次に「2〜3 時間未満」(26.1％)、「1 時間未満」

(16.3％）となっている。   
 ⼤学院学⽣は、「6〜8 時間未満」が 22.3％で最も多く、次に「4〜6 時間未満」(20.1％)、「8〜10 時間未満」(20.0％）と なってい

る。 学部学⽣と⽐べると⼤学院学⽣は、1 ⽇あたりの⾃習時間が⻑い。 
【学部学⽣】 

 
【⼤学院学⽣】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

16.3% 31.7% 26.1% 10.7% 15.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

1時間未満 1〜2時間未満 2〜3時間未満 3〜4時間未満 4時間以上

4.2% 15.3% 20.1% 22.3% 20.0% 18.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼤学院学⽣ [1185]

2時間未満 2〜4時間未満 4〜6時間未満 6〜8時間未満 8〜10時間未満 10時間以上
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■ ⾃習を⾏う場所 
 ⾃習を⾏う場所は、学部学⽣は「⾃宅」（86.4％）が最も多く、次に「本学の図書館」（36.1％）が多い。 
 ⼤学院学⽣は、「本学の研究室」（82.4％）が最も多く、次に「⾃宅」（58.6％）である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⼊学後の学習・研究意欲 
 ⼊学後に学習意欲が「⾼まっている」学⽣は、学部学⽣の 21.1％、⼤学院学⽣の 30.7％である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 授業への出席率（学部学⽣のみ） 
 授業への出席率は、「90％以上」が 86.3％で、平均出席率は 91.1％である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

36.1%

4.0%

13.8%

3.9%

0.1%

86.4%

5.3%

6.8%

1.9%

82.4%

2.8%

0.2%

58.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本学の図書館

本学の教室

本学の研究室

本学の⾃習室

⽣協⾷堂

⾃宅

その他

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]

21.2%

30.7%

22.1%

28.5%

25.5%

14.7%

31.2%

26.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

⾼まっている 変わらない 減退している ⾼くなったり低くなったりとむらがある

86.3% 9.2%

2.0% 1.0%
0.3%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

90%以上 70〜90%未満 50〜70%未満 30〜50%未満 10〜30%未満 ほとんど⽋席
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■ ⼤学で過ごす⼀⽇の平均時間 
 ⼤学で過ごす⼀⽇の平均時間は、学部学⽣が 2.9 時間である。   
 ⼤学院学⽣の平均時間は 6.2 時間であり、3 分の 1 以上の学⽣が 8 時間以上を⼤学で過ごしている。学部学⽣と⽐べて滞在時間が⻑

い。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 相談できる友⼈の有無 
 相談できる友⼈が「いる」学⽣は、学部学⽣が 75.4％、⼤学院学⽣が 72.0％である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 教員との関係 
 教員との会話・相談機会が「ある」学⽣は、学部学⽣は「よくある」(11.5％)と「数回あった」(26.4％)を合算して 37.9％、⼤学院

学⽣は「よくある」(44.4％)と「数回あった」(37.2％)を合算して 81.6％である。   
 相談しない学⽣の理由は、学部学⽣・⼤学院⽣ともに「なんとなく話しにくい」が多く、32％程度を占める。次に多いのが、学部学

⽣で「必要がない」(31.5％)、⼤学院学⽣で「話しても仕⽅がない」(28.0%)である。 
【教員との会話・相談機会】  

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

58.5%

20.8%

16.3%

8.9%

9.6%

13.8%

7.0%

19.7%

4.5%

18.9%

4.1%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

2時間未満 2〜4時間未満 4〜6時間未満 6〜8時間未満 8〜10時間未満 10時間以上

75.5%

72.1%

14.1%

18.2%

10.4%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

いる どちらともいえない いない

11.5%

44.4%

26.4%

37.2%

25.9%

12.8%

36.1%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

よくある 数回あった ほとんどない 全くない

平均時間 2.9 時間 

平均時間 6,2 時間 
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【教員との会話・相談機会】 ※教員との⾮談者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⼤学院⼊学の⽬的（⼤学院学⽣のみ） 
 ⼤学院⼊学の⽬的は「⾼度の専⾨知識・技術を⾝につけるため」（71.9％）が最も多く、次に「学位を取得するため」（28.7％）、「社

会に貢献できる能⼒・資質を⾝につけるため」（26.1％）、「⼤学等の研究・教育職をめざして」（21.2％）、「企業の研究職をめざし
て」（17.3％）が続く。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

23.7%

32.2%

7.3%

31.5%

5.2%

17.9%

32.1%

28.0%

16.1%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40%

相談や話をしたいがその機会がない

なんとなく話しにくい

話しても仕⽅がない

必要がない

その他

学部学⽣ [974] ⼤学院学⽣ [218]

71.9%

21.2%

17.3%

7.2%

28.7%

26.1%

3.2%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

⾼度の専⾨知識・技術を⾝につけるため

⼤学等の研究・教育職をめざして

企業の研究職をめざして

学部卒業または修⼠修了時点で就職の機会がなかった

学位を取得するため

社会に貢献できる能⼒・資質を⾝につけるため

特に⽬的はない

その他

⼤学院学⽣ [1185]
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■ 北⼤⼤学院を志望した理由（⼤学院学⽣のみ） 
 北⼤⼤学院を志望した理由は、「希望の専攻分野がある」（52.5％）が最も多い。次いで「研究環境が整っている」(32.4％)、「北海

道・札幌の気候・⾵⼟」(30.0％)、「北⼤の特⾊・学⾵」(28.2％)などである。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ ⼤学院⼊学前の出⾝⼤学等（⼤学院学⽣のみ） 
 「本学の学部学⽣」が 62.4％と最も多く、次に「他⼤学の学部学⽣」（18.1％）である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

28.2%

30.0%

52.5%

24.6%

13.5%

32.4%

11.8%

24.6%

1.0%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

北⼤の特⾊・学⾵

北海道・札幌の気候・⾵⼟

希望の専攻分野がある

将来の進路を考えて

親・教員・先輩の勧め

研究環境が整っている

経済的理由

地元である

指導教員の転出

その他

⼤学院学⽣ [1185]

62.4% 18.1% 9.3%
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2.4% 5.0%
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⼤学院学⽣ [1185]

本学の学部学⽣ 他⼤学の学部学⽣
本学の同じ学院（研究科）の⼤学院学⽣ 本学の他学院（研究科）の⼤学院学⽣
他⼤学の⼤学院学⽣ 社会⼈
その他
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I 健康状態 
■ ⾝体の調⼦／通院状況 
 学部学⽣は、「健康で調⼦は良い」が 42.6％で、「まあまあ調⼦は良い」（38.8％）を合わせた 81.4％が「調⼦が良い」としている。 

⼤学院学⽣では、「健康で調⼦は良い」が 39.0％で、「まあまあ調⼦は良い」（37.9%）を合わせた 76.9％が「調⼦が良い」と考えて
いる。   

 ⾝体の調⼦が悪い学⽣のうち、「通院している」学部学⽣は 21.8％、⼤学院学⽣は 36.1％である。 
【⾝体の調⼦】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
【通院の有無】 ※⾝体の調⼦が悪い者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 悩み・不安 
 悩み・不安が「ある（とてもある＋少しある）」学⽣は、学部学⽣が 68.8％、⼤学院学⽣が 71.7％である。   
 悩み・不安の原因は、学部学⽣は「進路・就職」や「学業・成績」「⼈⽣・⽣き⽅」、⼤学院学⽣は「研究」や「進路・就職」の⽐率

が⾼い。  
 相談相⼿は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「北⼤の友⼈・先輩」が最も多く 5 割強を占めている。次に「家族」が 45％弱である。 
【悩み・不安の有無】  

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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4.0%

4.8%
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⼤学院学⽣ [274]

通院している 通院していない
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【悩み・不安の原因】  ※悩み・不安がある者ベース 
※学部学⽣については、「研究」の選択肢なし 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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20.2%
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21.5%
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66.8%
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12.8%
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その他

学部学⽣ [1065] ⼤学院学⽣ [841]
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【悩み・不安の相談相⼿】 ※悩み・不安がある者ベース 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ カウンセリングサービスの認知状況 
 カウンセリングサービスの認知度は、学部学⽣が 67.4％、⼤学院学⽣が 70.2％である。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

44.3%

51.3%

28.5%

0.3%

2.8%

2.0%

0.1%

0.9%

1.2%

13.9%

11.1%

2.3%
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Ｊ ハラスメント及びカルト宗教団体等の被害状況 
■ ⾃⾝のハラスメント等の被害経験／他⼈のハラスメント等の被害を⾒聞きした経験 
 ⾃⾝のハラスメント等の被害経験は、「該当なし」が、学部学⽣は 85.0％、⼤学院学⽣は 80.9％で 8 割強を占める。被害で多いの

は、学部学⽣は「カルト宗教団体や⾃⼰啓発セミナーなどへの参加勧誘」(7.5％)、⼤学院学⽣は「アカデミック・ハラスメント」
(9.2％)。 

 他⼈のハラスメント等の被害を⾒聞きした経験は、「該当なし」が学部学⽣は 73.4％、⼤学院学⽣は 62.2％でおよそ 6〜7 割であ
る。学部学⽣・⼤学院学⽣はともに「セクシュアル・ハラスメント」「アカデミック・ハラスメント」「カルト宗教団体や⾃⼰啓発セ
ミナーなどへの参加勧誘」、「飲酒の強要」を⾒聞きした経験の⽐率が多い。また⼤学院学⽣は「アカデミック・ハラスメント」の⽐
率が、学部学⽣と⽐べて特に⾼い。 

 学部学⽣・⼤学院学⽣ともに、⾃⾝の被害以上に、他⼈の被害を⾒聞きする割合が⾼い。 
【⾃⾝のハラスメント等の被害経験】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
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セクシュアル・ハラスメント

アカデミック・ハラスメント

カルト宗教団体や⾃⼰啓発セミナーなどへの参加勧誘

違法・脱法薬物の勧誘

ストーカー被害

飲酒の強要

その他

該当なし

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]
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【他⼈のハラスメント等の⾒聞き経験】 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 学⽣相談窓⼝の認知状況 
 「学⽣相談室」については、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに 7 割以上が認知している。 「ピアサポートルーム」は、学部学⽣の 6 割

近くが認知しているが、⼤学院学⽣は 46.3％に留まる。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

8.6%

8.5%

10.5%

0.8%

4.1%

9.8%

2.4%

73.4%

13.3%

26.8%

8.0%

0.8%

4.1%

7.7%

2.2%

62.2%

0% 20% 40% 60% 80%

セクシュアル・ハラスメント

アカデミック・ハラスメント

カルト宗教団体や⾃⼰啓発セミナーなどへの参加勧誘

違法・脱法薬物の勧誘

ストーカー被害

飲酒の強要

その他

該当なし

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]

73.0%

24.9%

58.2%

20.7%

15.8%

70.5%

43.5%

46.3%

10.2%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80%

学⽣相談室

ハラスメント相談室

ピアサポートルーム

アクセシビリティ⽀援室

すべて知らない

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]
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Ｋ 進路の希望 
■ 卒業後の進路希望（学部学⽣）／修了後の進路希望（⼤学院学⽣） 
 学部学⽣は、「就職」（38.5％）と「北⼤⼤学院に進学」（36.8％）に分かれる。  
 ⼤学院学⽣は、75.5％が「就職」を希望している。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 博⼠後期課程に進学しない理由（⼤学院学⽣のみ）      ※博⼠後期課程⾮進学者ベース 
 博⼠後期課程に進学しない理由は、「社会に出て活躍したい」（29.1％）が最も多く、次に「進学することの意味が⾒出せない」

（26.9％） 、「経済的に困難」（16.8％）となっている。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

38.5%

36.8%

8.5%

0.3%

1.3%

13.6%

1.1%

75.5%

10.2%

0.8%

0.2%

1.9%

6.6%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

就職

北⼤⼤学院に進学

その他の⼤学院に進学

転⼊学(学⼠⼊学を含む)

海外留学

決めていない

その他

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]

16.8%

11.0%

10.0%

29.1%

26.9%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40%

経済的に困難

就職に対する不安

博⼠の社会的評価が低い

社会に出て活躍したい

進学することの意味が⾒いだせない

その他

⼤学院学⽣ [647]
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■ 希望職種 
 希望職種は、学部学⽣・⼤学院学⽣ともに「企業等の技術・研究職」が最も多く、⼤学院学⽣は学部学⽣と⽐べても多い。  「公務

員」や「専⾨職」は、学部学⽣の⽅が希望する者が多い。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

19.7%

5.4%

23.1%

35.9%

31.5%

24.2%

5.0%

15.6%

3.9%

30.4%

5.1%

11.6%

52.5%

31.3%

16.2%

6.0%

5.1%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

⼤学・官公庁等の教育・研究職

学校教員（⼤学を除く）

公務員（教育・研究職，学校教員を除く）

企業等の技術・研究職

企業等の総合職・営業職・⼀般職

専⾨職
（医師・薬剤師等の特別な資格を要する職業）

⾃営業（家業を継ぐ場合も含む）

まだ考えていない

その他

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]
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■ 就職で重要視すること 
 学部学⽣・⼤学院⽣ともに「収⼊」と「⾃分の適性」が就職で重要視する上位１位、２位である。学部学⽣は、⼤学院学⽣と⽐べ

て、「収⼊」と「⾃分の適性」をより重要視する傾向がある。 
 ⼤学院学⽣は、学部学⽣と⽐べて、「専⾨性（職種）」を重要視する傾向がある。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 
■ 就職希望地域 
 学部学⽣は⼤学院学⽣と⽐べて、「札幌」を希望する割合が⾼い。札幌を含む北海道に次いで関東への希望が多くなる。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 
 

62.0%

24.3%

11.9%

22.5%

31.0%

15.3%

14.4%

14.1%

14.8%

41.9%

7.0%

18.9%

1.6%

53.0%

36.1%

13.1%

25.7%

23.1%

16.8%

20.7%

12.4%

16.6%

35.1%

9.0%

19.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

収⼊

専⾨性(職種)

業種

勤務地

安定性

将来性

社会的意義・使命

勤務体系・労働時間等

福利厚⽣

⾃分の適性

⾃⼰開発の可能性

職場の雰囲気

その他

学部学⽣ [1569] ⼤学院学⽣ [1185]

43.2%

35.6%

15.7%

13.2%

2.4%

2.8%

40.7%

41.6%

3.0%

3.0%

4.7%

4.3%
11.4%

10.3%

1.3%

1.0%

0.4%

0.3%

1.5%

1.8%

14.9%

18.6%

5.2%

5.1%

12.6%

15.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

札幌 北海道内(札幌を除く) 東北
関東 信越・北陸 東海
近畿 中国 四国
九州・沖縄 国内ならどこでもよい 海外
国内外を問わず，どこでもよい
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■ インターンシップ参加経験 
 インターンシップへの参加経験は、学部学⽣が 18.2％、⼤学院学⽣が 46.4％で、⼤学院学⽣の⽅が、参加経験者が多い。 

 
注 1） ［ ］は回答者数を⽰す。 

  

18.2%

46.4%

81.8%

53.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部学⽣ [1569]

⼤学院学⽣ [1185]

ある ない
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